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福島中央ロータリークラブ会報 

2025-26年度会長  鈴木 努 会長あいさつ 
 皆さんこんばんは。先週は泉田征慶ガバナー

のクラブ協議会と公式訪問例会でした。 

たくさんの会員の皆様の出席をいただきありが

とうございました。 

 自分では素晴らしい行事となったなあと感じ

ましたが、皆さんはどう感じられましたか? 

ガバナーとの会長・幹事懇談会では、いくつか

のご指摘をいただきましたのでご紹介いたしま

す。 

 1つ目は、ここ十年間の会員数の変化状況でし

た。芳賀パストガバナー年度より、毎年少しずつ下降線をたどっている

のはなぜですか、でした。 

 私より長いロータリー経験のある菅野幸一幹事より、説明していただ

きましたが、会長・幹事共経験が少ないので、はっきりとした答えは出

来ませんでした。私より以前のパスト会長さんがたくさんいらっしゃる

ので、その方達だったらどう答えたのでしょう? 

 2つ目は、ポータルサイトの報告がまだとのことでしたので、すぐに対

応させていただきますと答えておきました。 

 3つ目は、財団寄付のことでした。 

財団、米山奨学金、は優秀ですが、ポリオ基金が少ないのはなぜです

か、という質問でした。これは反省すべき点だと思い近々、財団の寄付

を3つの項目に分け、財団、ポリオ、米山という用紙を作り、寄付をいた

だく時に、丸をつけていただくようにしたいと、お答えしておきました。 

 以上が懇談会の内容でした。 

次にクラブ協議会について、泉田ガバナーに感想をお伺いしました。 

 1つ目は、大小委員長がそれぞれのポジションで、よく考えられている

ので大変でも実行されますようにとのことでした。 

 2つ目は、各委員長が報告の中でよく、耳にしたのは、会長の方針通り

との言葉が数多く出てきたのは、印象的でしたとのことでした。 

 例会については、ガバナー公式訪問の際の新入会員式は嬉しいことで

すとのことでした。 

 いずれにしても、ガバナー、ガバナー補佐、地区役員、分区幹事の方

に、一応は喜んでもらえたような気がしました。皆さんはどう感じたで

しょうか? 

以上です。 

2025年8月27日(水) 
第7回（通算1634回） エフズサンパレス 

「納涼家族夜間例会 」 

◆開会点鐘  鈴木 努会長 

◆ロータリーソング「我らの生業」   

ソングリーダー 齋藤 康隆会員 

◆「福島中央RC・ビジョンおよび目標」の唱和   

戦略計画委員会 佐藤 信雄会員 

◆ お客様並びに来訪ロータリアンの紹介   

・グローバル補助金奨学生 阿部 璃音さん（Teams） 

・斎藤 高紀会員のパートナー  斎藤 智恵子様 

・佐藤 元彦会員のパートナー  佐藤 郁子様  

◆会長あいさつ  鈴木 努会長 

◆ロータリー用語の解説  山田 稔ＳＡＡ 

◆グローバル補助金奨学生  

阿部 璃音さん スピーチ(Teams) 

◆幹事報告  菅野 幸一幹事 

◆各委員会報告 

 ・ニコニコＢＯＸ委員会報告   

奉仕プロジェクト委員会  植木 博隆委員 

◆閉会点鐘  鈴木 努会長 

     

《納涼家族夜間例会》 

◇「福島中央ロータリークラブの歌」  

ソングリーダー 齋藤 康隆会員 

◇開会の言葉  丹野 良一会長エレクト  

◇会長あいさつ  鈴木 努会長 

◇乾杯  佐藤 信雄直前会長 

◇アトラクション  ミニパターゴルフゲーム 

◇手に手つないで ソングリーダー 大澤 益三会員 

◇閉会の言葉  平井 義郎副会長 

例会次第 

 

本日の出席率 
会員数          41名 

出席者総数        23名 

 うち出席免除会員出席  1/4名 

出席率      60.5％ 

ＨＰ 

幹事報告 菅野 幸一幹事 

1) 次週9月3日(水)の例会は、12：30～エフズサ

ンパレスにて、佐藤 元彦クラブ戦略計画委員長

より「クラブ活性化ワークショップ」報告、小林 

潤子青少年奉仕委員長より「青少年奉仕委員会

セミナー」報告です。多くのご出席をお願いいた

します。 



はじめまして。この度国際ロータリー第2530地区25-26年度

グローバル奨学金奨学生に採択いただきました阿部璃音と申し

ます。 

福島県福島市出身の26歳です。 

現在は独立行政法人国際協力機構にて、JICA海外協力隊業務

に従事しています。 

まずはこの度奨学生として、採択いただきましたこと、厚く御礼

申しあげます。 

私が大学院進学を本格的に志したのは約1年前。当時JICA海外

協力隊として、エジプトに派遣され、エジプト人が通う公立の小

学校で体育科の教員として働いていました。エジプトでは日本と

異なる価値観、文化に触れる事が新鮮で、より自分の気持ちに

素直で自分の国、ないしは文化に誇りを持っているエジプト人

の同僚たちの姿はとても印象的でした。 

ただエジプトに住む日本人の中でよく言われるのは、エジプトは

50年前の日本のようということです。もちろん古代エジプトの

遺跡たちは人生で1度は行ってみたいと感じる歴史的にも素晴

らしいものです。ただ普段の街並みに目を向けてみると、お世辞

にも綺麗とは言いがたい、日本では確実に廃車になりそうなほ

どボロボロの日本車が現役で走っていたり、古い街並みを縫う

ように、とってつけたような橋があったり。ないしはビルが傾い

ていたりする、カオスと表現するのがぴったりな国です。 

そんなカオスな国に滞在中、イスラエルによるガザへの攻撃が始

まりました。第5次中東戦争が始まってしまうのではないか、そ

んな焦りが日本人の自分でも感じるほど、エジプト国内でもそ

の余波を感じました。また日々SNSで流れてくるガザの惨状。

大勢の民間人が亡くなっていることに深い悲しみを覚えました。

これが国境を超えた先で実際に起こっていることなんだと理解

したとき、もしかしたら自分が普段学校で関わっている子どもた

ちも、イスラエルやパレスチナに住んでいたら同じ目にあってい

たかもしれないと感じました。エジプトの地理上、東にイスラエ

ル、パレスチナ、南にはスーダン、西にはリビアなど紛争国に囲

まれており、多くの難民がエジプトに押し寄せています。普段私

が相対するのはエジプトの中でも

中流階級以上の家庭出身の子ど

もが多く、実際に難民として来た

子どもたちに関わるのは数える

ほどでした。ただ国や民族関係な

く子どもたちが、生きとし生ける

全ての人が平和を享受できる、そ

んな社会に私も加担したいなと

思っています。 

今秋よりイギリスはサセックス大

学大学院のジェンダー、暴力、紛

争の修士課程へ進学予定です。皆

様のご支援に感謝し、奨学生とし

て名の恥じないよう、学びを深め

ていく所存です。どうぞよろしく

お願いいたします。 

本日は、ロータリーの中核組織である『RI（国際ロータリー）』に

ついてご説明いたします。 

 

RIとは、“Rotary International”の略で、世界中のロータ

リークラブを統括している国際的な組織です。その本部はアメリ

カ・イリノイ州のエバンストンにあり、ロータリーの理念・方針・活

動基準などを定め、全世界のクラブに向けて指導と支援を行っ

ています。 

 

私たちのような地域のロータリークラブは、RIに所属する『会員

クラブ』という位置づけになります。つまり、会員は個人ではなく

“クラブ”であり、各クラブがRIのメンバーとなっているという構

造です。 

 

RIの役割は多岐にわたり、次のようなものが挙げられます： 

- 世界的な奉仕活動の推進（例：ポリオ撲滅運動） 

- 年次テーマの設定とガバナーへの指導 

- 財団や補助金制度の運営 

- ロータリーの理念と倫理の保持 

 

また、RIは年に一度「国際大会」を開催し、世界中のロータリアン

が集い、活動報告や意見交換を行います。 

 

一方で、クラブの活動は各地域の特性に応じて独自に運営され

ており、RIが直接管理するというよりは、理念と仕組みを共有し

ながら、地域で自主性を発揮するという関係です。 

 

さらに、RIとクラブの間には『地区

（District）』という中間組織があり、ガバ

ナーがその橋渡し役となっています。これ

により、世界と地域のバランスをとりなが

ら活動が展開されています。 

 

以上、RI（国際ロータリー）の役割と、クラ

ブとの関係についてのご説明でした。 

山田 稔ＳＡＡ 

クラブ内研修用スピーチ（第6回） 
ロータリーの「RI（国際ロータリー）」とは 



開会の言葉を述べる 

丹野 良一会長エレクト 

ソングリーダーを務めた 

齋藤 康隆会員 

司会を務める 

坂本親睦委員長 

夜間例会に彩を添える料理 

丹野 良一 会長エレクト 

より差入れのお酒 アトラクションの準備をする親睦委員会 

ア ト ラ ク シ ョ ン  

大盛り上がりのアトラクション（パターゴルフ) 



会員パートナーへのプレゼント贈呈 

斎藤 高紀会員のパートナー 斎藤智恵子様 

佐藤 元彦会員のパートナー 佐藤郁子様 

閉会の言葉を述べる 

平井 義郎副会長 

「手に手つないで」 

ソングリーダーの 

大澤 益三会員 

アトラクションで景品を受ける菅谷会員

アトラクションで景品を受ける(左から) 

植木会員 鍛冶会員 山田会員 

淺野 紘太会員 

石橋 真一会員 

植木 博隆会員 

梅津 寿光会員 

大澤 益三会員 

鍛冶 輝雄会員 

菅野 幸一幹事 

紺野 信会員 

斎藤 高紀会員 

齋藤 康隆会員 

坂本 和司会員 

佐藤 和子会員 

佐藤 信雄会員 

佐藤 元彦会員 

宍戸 宏行会員 

菅谷 敏会員 

鈴木 努会長 

丹野 良一会員 

芳賀 裕ＰＧ 

平井 義郎ＰＧ 

箭内 一典会員 

山田 稔会員 

渡邊 英世会員 

 

植木 博隆会員 

■鈴木 努会長 

 家族例会出席ありがとうございます 

  目標 150万円 

本日の投入額  23件  25,000円   

  累   計   215,331円 

1) お盆  8月16日佐藤信雄カウンセラーの自宅でのお

盆に招待しました。 

      （送り火の後、カウンセラー家族との集合写真） 

2） 就職祝い 8月25日大番にて就職お祝い 

   日本とベトナムを拠点に商社・メーカーの三谷産業に就   

   職が決まりました。（佐藤信雄夫妻と佐藤和子会員参加   

   お祝い品を贈呈した後の食事会） 

 

 

 

佐藤 信雄カウンセラーよりご報告 


